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令和５年 ３月１日  

～子どもたちが安心して楽しく学校生活をおくるために～     

                                                   

 

 

 

「理解すること」「気づくこと」から 

がんばろうと一番思っているのは、子どもたち。 

周りの人（まずは大人）が子どもの「困り感」を理解し、環境を整えることで、困り感を少なくすることができ

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この方法では理解しにくいよう

だから、別の手立てを考えよう 

ここまでを目標にしよう！それができるようになった

ら次はここまでにしよう！（スモールステップ） 

特性の理解 

適した課題や活動の方法、評価 

できた！わかった！ 

自分のことをみんなにわかっ

てもらえた 

自信をもつ・達成感がある 

認められているという充実感 

学校では、子どもの特性を理解する

ために研修をしたり、みんなで話し合っ

たりしています。 

保護者の方との話し合い 

共通理解 

子どもさんの困り感に、早

期に対応することが、よりよい

成長につながると思います。

誰にでもかまいませんので、

お気軽にご相談ください。 

外部機関との連携 


